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「
朝
の
来
な
い
夜
は
な
い
」

副
校
長

二
川
　
美
俊

　
　

　「
雪
に
耐
え
て
　
梅
花
麗
し
」

こ
れ
は
あ
る
高
校
の
建
学
の
精

神
で
、
元
々
は
今
年
の
大
河
ド

ラ
マ
の
主
人
公
、
西
郷
隆
盛
が

甥
に
詠
ん
で
贈
っ
た
漢
詩
の
一
節

で
す
。
ど
の
時
代
で
も
楽
し
い

こ
と
、「
難
儀
」
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
苦
し
い
時
こ
そ
、
心

を
強
く
持
ち
、
や
が
て
来
る
春

に
美
し
い
花
が
咲
く
と
信
じ
て

耐
え
抜
き
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
自
分
を

元
気
づ
け
た
り
、
励
ま
さ
れ
た

り
す
る
言
葉
が
沢
山
あ
り
ま

す
。「
心
の
糧
」
と
な
る
言
葉

を
見
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
私
は
迷
っ
た
時
、「
朝
の
来
な

い
夜
は
な
い
」
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
明

る
い
陽
が
差
し
込
む
こ
と
を
願

い
ま
す
が
、
そ
ん
な
日
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
時
に
、「
朝
の
来
な
い
夜
は
な

い
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
、

前
に
進
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
明
る
い
朝
が
訪
れ
ま

す
よ
う
に
。
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新
年
度
の
行
事
予
定

・
入
学
式　
　

四
月
六
日

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
育
友
会
総
会

　

学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

四
月
二
十
七
日

・
開
校
記
念
一
日
遠
足

 

五
月
二
日

・
研
究
公
開　

六
月
一
日

・
学
年
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

 

七
月
四
日
〜
六
日

・
日
曜
参
観　

八
月
二
十
六
日

広報部広報部
　
本
年
度
最
終
号
は
、
一
年
部

員
で
作
成
し
ま
し
た
。「
雄
峰
」

の
編
集
を
通
し
て
、
附
中
の
伝

統
に
込
め
ら
れ
た
様
々
な
思
い
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
御
家
族
の
皆
様
で
お
読
み
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

編

集

後

記

　
一
月
十
一
日
の
鏡
開
き
に
合
わ

せ
て
、
全
校
生
徒
に
お
し
る
こ
が

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
雪
の
散
ら

つ
く
日
に
身
も
心
も
あ
た
た
ま

り
ま
し
た
。

鏡
開
き
で

お
し
る
こ

鏡
開
き
で

お
し
る
こ

　"check & achieve"は，受験を前にした３年生
に対して配られる，附属中職員からのプレゼントで
ある問題集です。表紙には，３年学年主任からの
思いを託した一言が，習字で書かれます。今年は，
『挑戦』と書きました。１年生の時から，何事にも
挑戦する気持ちを忘れずに，という話を繰り返しし
てきました。それぞれの進路が達成できるように，
健闘を祈っています。

　
十
二
月
十
九
日
に
生
徒
会
と
副

校
長
先
生
の
交
流
ラ
ン
チ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
を
し
た
り
、

学
校
の
課
題
を
話
し
合
っ
た
り
す

る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
卒
業
記
念
品
紹
介

　
平
成
二
十
九
年
度
卒
業
生
の

皆
さ
ん
か
ら
、
時
計
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
高
校
入
試
の
合
格
を
祈

願
し
、
き
ょ
う
だ
い
学
級

の
一
・
二
年
生
か
ら
「
五

角
形
」の
用
紙
に
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
理
科
】

第
六
十
一
回
日
本
学
生
科
学
賞
鹿
児
島
県
審
査

県
教
育
委
員
会
賞
 
二
年
 
鶴
田
　
真
優

第
六
十
五
回
鹿
児
島
県
発
明
く
ふ
う
展

（
発
明
考
案
の
部
）

N
P
O
法
人
ま
あ
ち
ゃ
ん
の
モ
ノ
作

り
育
英
会
奨
励
賞

　
 

三
年
 
木
之
下
ひ
よ
り

優
秀
賞
 

三
年
 
横
山
　
雄
太

　
 

　
 

寺
園
　
咲
花

優
良
賞
 

三
年
 
藤
坂
　
風
佳

【
国
語
】

明
る
い
選
挙
啓
発
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
賞（
最
高
賞
）
 一
年
 
宇
都
山
佳
奈

優
秀
賞
 

一
年
 
白
坂
さ
く
ら

第
六
十
七
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
県
審
査
中
学
校
の
部

県
教
育
委
員
会
賞
 
三
年
 
尾
曲
　
　
円

第
六
十
回
県
児
童
生
徒
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
 

二
年
 
横
山
真
由
凜

　
 

一
年
 
二
反
田
　
愛

平
成
二
十
九
年
度
平
和
に
関
す
る
標
語

優
秀
賞
 

一
年
 
金
木
　
清
子

入
選
 

二
年
 
上
　
　
千
尋

第
八
十
五
回
全
国
書
画
展
覧
会

筆
都
大
賞
 

三
年
 
永
井
友
莉
奈

　
 

　
 

田
淵
　
愛
子

 

二
年
 
財
部
　
優
香

　
 

一
年
 
水
流
　
大
翔

【
英
語
】

鹿
児
島
市
中
学
生
ス
キ
ッ
ト
・
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト

ス
キ
ッ
ト
の
部

最
優
秀
賞
 

二
年
 
　
村
　
太
郎

　
　
 

　
 

田
上
　
　
愛

【
音
楽
】

第
二
十
五
回
ヴ
ォ
ー
カ
ル
・
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
コ
ン
テ
ス
ト

　
金
賞
　
　
　
　
　
　  

合
唱
部

第
四
十
四
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
ソ
ロ

コ
ン
テ
ス
ト
　
フ
ル
ー
ト

銀
賞
 

一
年
 
岩
城
瑚
々
奈

第
四
十
四
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
ソ
ロ

コ
ン
テ
ス
ト
　
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム

金
賞
 

二
年
 
関
　
　
美
佑

第
四
十
四
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
金
管
六
重
奏

　
銀
賞
　
　
　
　
　
　  

吹
奏
楽
部

第
四
十
四
回
鹿
児
島
県
吹
奏
楽
ソ
ロ

コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
伴
奏
者
賞
 一
年
 
峯
﨑
　
皓
大

県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
「
春
の
祭
典
」

創
作
の
部

最
優
秀
賞
 

三
年
 
大
石
　
凌
聖

　
 

　
 

須
川
　
愛
子

【
美
術
】

平
成
二
十
九
年
度
「
家
庭
の
日
」
絵
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞
 

二
年
 
園
田
　
恭
子

優
良
賞
 

二
年
 
今
村
比
奈
ノ

　
 

　
 

白
尾
彩
也
香

　
 

一
年
 
宇
都
山
佳
奈

第
四
十
六
回
J
A
共
済
小
・
中
学
生
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

銀
賞
 

二
年
 
満
留
　
彩
有

　
 

一
年
 
幸
得
　
瑞
生

銅
賞
 

二
年
 
古
川
　
き
ら

　
 

一
年
 
福
重
　
雄
大

全
附
P
連
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

カ
ン
ガ
ル
ー
賞
 
二
年
 
田
上
　
　
愛

第
七
十
七
回
全
国
教
育
美
術
展

特
選
 

一
年
 
𠮷
永
　
千
花

【
部
活
動
・
運
動
部
】

県
新
人
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

　
第
二
位
　
　
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

九
州
選
抜
大
会
出
場

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

交
流
ラ
ン
チ
会

交
流
ラ
ン
チ
会

　1月20日㈯，昨年春に卒業した先輩たちが3年生のクラスに集合し，後輩たちへの合格祈願のメッセージを黒板にしたためました。
　附属中では，二十数年前より卒業生が受験を控えた後輩に向けて，黒板に合格祈願のメッセージと黄色いチューリップを届けると
いう伝統が受け継がれています。黄色いチューリップは，3年生の保護者によって受験が終わるまでの間，絶やさずに飾られます。

後輩399名から先輩へ

に対して配られる，附属中職員からのプレゼントで
ある問題集です。表紙には，３年学年主任からの

　
高
校
入
試
の
合
格
を
祈

願
し
、
き
ょ
う
だ
い
学
級

の
一
・
二
年
生
か
ら
「
五

角
形
」の
用
紙
に
応
援
メ

セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

後輩399名から先輩へ後輩399名から先輩へ後輩399名から先輩へ後輩399名から先輩へ後輩399名から先輩へ後輩399名から先輩へ後輩399名から先輩へ先生方より3年生へ
"check & achieve"は，受験を前にした３年生
に対して配られる，附属中職員からのプレゼントで
ある問題集です。表紙には，３年学年主任からの

"check & achieve"は，受験を前にした３年生
に対して配られる，附属中職員からのプレゼントで
ある問題集です。表紙には，３年学年主任からの

先生方より3年生へ先生方より3年生へ

卒業生から後輩へ…
1月20日㈯，昨年春に卒業した先輩たちが3年生のクラスに集合し，後輩たちへの合格祈願のメッセージを黒板にしたためました。
　附属中では，二十数年前より卒業生が受験を控えた後輩に向けて，黒板に合格祈願のメッセージと黄色いチューリップを届けると
いう伝統が受け継がれています。黄色いチューリップは，3年生の保護者によって受験が終わるまでの間，絶やさずに飾られます。

卒業生から後輩へ…卒業生から後輩へ…卒業生から後輩へ…卒業生から後輩へ…卒業生から後輩へ…卒業生から後輩へ… 激励メッセ
ージ

つながる思いつながる思いつながる思い

受け継がれる伝統受け継がれる伝統受け継がれる伝統

日
の
鏡
開
き
に
合
わ

せ
て
、
全
校
生
徒
に
お
し
る
こ
が

【
理
科
】

【
理
科
】

第
六
十
一
回
日
本
学
生
科
学
賞
鹿
児
島
県
審
査

第
六
十
一
回
日
本
学
生
科
学
賞
鹿
児
島
県
審
査

県
教
育
委
員
会
賞

県
教
育
委
員
会
賞

二
年
 
鶴
田
　
真
優

第
六
十
五
回
鹿
児
島
県
発
明
く
ふ
う
展

第
六
十
五
回
鹿
児
島
県
発
明
く
ふ
う
展

（
発
明
考
案
の
部
）

（
発
明
考
案
の
部
）

県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
「
春
の
祭
典
」

県
中
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
「
春
の
祭
典
」

創
作
の
部

最
優
秀
賞

【
美
術
】

平
成
二
十
九
年
度
「
家
庭
の
日
」
絵
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞

優
良
賞

入
賞
お
め
で
と
う



相手としっか
り話すことが
できる薬剤師

佐々木聡子

幸せな人生を
送る

坂巻　雪乃

みんなに気配
りができる国
際線CA

木之下ひより

ありがとうが
溢れる人にな
る

上国料璃子

幸せな毎日を
届けられる起
業家になる

上山　愛華

アイデンティ
ティあふれる
デザイナー

岩重　夏紀

仕事をしなが
らも趣味を十
分楽しむ

阿多　美苗

お客さんのこ
とを美しくす
る美容師

藤井　梨子

人のために働
くことができ
る警察官

濵﨑　桃子

笑顔で他人を
助けられる人
になる！

野間口梨央

まわりを笑顔
にできる人

德丸　笑佳

幸せな日々を
過ごし，長生
きする

天正　樹

動物にも飼い
主さんにも優
しいトリマー

寺園　咲花

放送局で働い
てキラキラし
た人生にする！

下城　諒香

周りに気を配
れる大人にな
る

松山　愛理

人を一人でも
救うことので
きる人

升屋　結女

努力を惜しま
ず，あきらめ
ない人になる

藤坂　風佳

人を助けて，
尊敬される人
になりたい

横山　響子

便利な日本家
屋をデザイン
して住む

山野井夏帆

国境をこえて
色々な人を笑
顔にする

山﨑さくら

誰かのために
尽くす人にな
りたい

宮之原智徳

患者を大切に
するスポーツ
ドクター

松山凜太郎

生きてて良か
ったと思える
人生！

福元　仁哉

日本一の信頼
と腕がいい医
師

福村　成輝

光と陰の間く
らいの人にな
る

福田　優

人の気持ちが
わかる人

引地　涼

人から頼られ
るヒーローの
ような人に

柴原　悠人

運動の楽しさ
を教える体育
の先生になる

園中　智貴

長生きをして
賢者になる

田中源太郎

誰からも頼ら
れる大きな人
になる

谷山　祥太

皆から頼りに
される存在に
なる

中村　直義

後悔しない人
生を過ごすこ
と

西本　佳生

介護福祉士の
資格を取得す
ること

林　芳　

附属中ＰＴＡ…３ 附属中ＰＴＡ…２

3 年 1 組
なにかでギネ
ス世界記録を
つくりたい

大石　凌聖

大学まで進学
して，充実し
た人生を！！

翁　椿季

美味しいもの
をいっぱい食
べる

笠師楽多朗

誰もが憧れる
ポリプテルス
を飼育する

鹿島　隆翔

「こいつ，デキ
る！」と思われ
る人

久木原楓太

平和で安定し
た生活を手に
入れる

高良　卓秀

世界一周をし
て，多くの文
化に触れたい

坂元　奎太

担任 眞邉　剛先生

陵雲の志を胸に進め 何事も為せばなる！
副担任 外園　舞美先生

人の痛みが分
かり，笑顔に
できる人

仮屋崎光梨

ウェディング
プランナーに
なりたい

　野坂美紅

海外で活躍で
きるようにな
りたい

尾山　小羽

赤ちゃんに好
かれる新生児
科医

岡田　萌稀

人のためにな
ることをした
い

稲本菜奈美

人を幸せにし
て，役に立て
る仕事

池畑　美羽

健康寿命を延
ばす優しい医
者

赤瀨安寿美

出版社で海外
の本について
携わりたい

田淵　愛子

母のような，
気配り上手な
人になりたい

須川　愛子

目標をもって
生きられる人
になる

新村　都桜

子どもの未来
を支える教育
関係の職

清水乃里樺

好きなことをし
て自分と他人
を幸せにする

坂口　眞子

世界の絶景巡
りを趣味とす
ること

楠田　夏希

たくさんの人
を笑顔にする

北薗　捺珠

人にも動物に
も優しい獣医

永野　瑞月

管理栄養士と
して多くの人
を支えたい

中嶋　彩乃

一日一善。一
日一笑。日々
精進。

鶴屋　心美

周りの人を笑
顔にし信頼さ
れる薬剤師

畑中　玲良

人のためにな
りながら安定
していること

橋口　結衣

鹿児島をより
よくするため
に働きたい

西俣江梨花

ラグビーにか
かわるスポー
ツドクター

脇田　匠

記憶されるよ
うな医師にな
る！

湯田　諒彦

官僚になって
文部科学省に
入省し働く

山本　有晟

山梨県の山中
で自然に囲ま
れて暮らす

宮内　雄生

世界を旅して
考え方を深め
る

橋口　直輝

医学部に行っ
て完璧な医師
になる

白石　亮

人の役に立つ
仕事をする

谷口　陽亮

好きなことを
して，楽しく生
活したい

田宮功太郎

自分の個性を
生かして生活
したい

帖佐　雅志

フリーランス
の外科医にな
りたい

千代丸怜央

水産系，理科Ⅲ
系，又は工学
系の職

連尾　洸成

自分に負けな
い心で頑張り
たい

髙塚　七生

人の役に立ち，
一生懸命頑張
る人

瀬﨑　桜

新薬を作り人
を助けられる
ような薬剤師

川上ひな子

好きなことを
とことん究め
る

金田　采奈

人に希望を与
えられるよう
な天文観測員

栫　のりは

世界各国で活
躍できる人に
なりたい

尾曲　円

周りの人を明
るく笑顔にで
きる仕事

大中原史音

多くの人を幸
せにできる信
頼される人

原田　凜音

生徒を愛し，
生徒に愛され
る音楽の先生

新村　実咲

多くの人の心
を救える心理
カウンセラー

南條　七海

人を笑顔にし
喜ばすことが
できる仕事

中野　佑美

どんなときも
冷静な外科医

永留　琴子

趣味と仕事を
両立できる器
用な人

永田　智菜

陰で人を支え
られる強い人

時田知栄論

たくさんの人
を笑顔にでき
る人

南　めぐみ

周りの人を明
るく笑顔にで
きる仕事

本田そよ佳

色んな人とか
かわる仕事を
したい

平野　翔子

みんなに元気
を与える医師
になる！

若松　晴香

見た人が魅力
を感じる絵を
描く

山本　紫乃

周りを思いや
れるあたたか
みのある医師

宮田　幸奈

夢と安心を運
ぶエアライン
パイロット

米沢鮎之介

人の助けにな
り，人を明るく
させる仕事

𠮷本　俊祐

日本だけでな
く世界でも活
躍できる医師

吉松　健斗

世界で1番動
物になつかれ
る獣医

山中　基暉

何事にも全力
で何事にも挑
戦できる人

三好　伶旺

誰にでも頼ら
れる人望の厚
い男性

三原　怜馬

安心して乗れ
る様に整備す
るJR整備士

德永　大　

反物質の量産
を可能にする
量子物理学者

冨ヶ原　開

責任感をもち
仕事をするパ
イロット

西山　宏

人々が楽しめ
るものをつく
る

東　裕太郎

世界大会に出
れるようなテ
ニス選手！！

樋脇　　将

みんなを笑顔
にさせる職業
につきたい

前田　豪

父親の健康を
守り続ける内
科医

松藤雄太郎

担任 中園　透先生

笑うから幸せ

3 年 2 組
好きなことを
生かせる人間
になりたい！

相場　陸人

人の役に立て
ることをする
人

安部　隆志

生活をよりよ
くする物をク
リエイトする

川原　彬人

言葉を大切に
する立派な大
人

岸田　博昭

便利かつ面白
いアプリを設
計するSE

窪田将太朗

生徒一人一人
に向き合う高
校の数学教諭

天神　将貴

3 年 3 組
自分の得意な
音楽にかかわ
れる仕事に就く

有馬　弘大

海外に行って，
色んな所を旅
したい

石澤　海都

広い心と鋼の
精神力の持ち
主になりたい

井上　雅貴

プラモデル関
係の仕事に就
く

大山　洸

多くの人の役
に立てるよう
になりたい

上村　宏輔

生物学でいろ
んな人を救い
たい！

栗山　貴行

適度な幸せと
ストレスのあ
る生活を送る

下之　諒真　

Do Your Best！
副担任 佐伯　暁仁先生

担任 前之園　礼央先生

新世界でさらなる飛躍を Do Your Best！
副担任 佐伯　暁仁先生

「
渦
の
中
心
に
な
れ
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

西
本
紀
一
郎

　
卒
業
は
も
う
目
の
前
で
す
。

小
学
校
と
異
な
り
、
あ
っ
と
言

う
間
の
三
年
間
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
や
り
た
か
っ

た
こ
と
が
し
っ
か
り
取
り
組
め

ま
し
た
か
？
附
中
で
の
楽
し
い

思
い
出
が
つ
く
れ
ま
し
た
か
？

実
現
し
た
こ
と
は
同
級
生
と
の

共
有
の
思
い
出
に
、
や
り
残
し

た
こ
と
は
、
卒
業
後
の
新
た
な

目
標
に
し
て
く
だ
さ
い
。
中
学

生
に
な
り
、
共
同
作
業
や
人
間

関
係
で
、
自
分
の
存
在
感
を
意

識
さ
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
分
自
身
の
存
在
価

値
も
認
識
さ
せ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
価
値
と
は
必
要
性
か
ら

生
ま
れ
ま
す
。
世
の
中
の
急
な

変
化
で
、
物
の
価
値
は
激
変
し

ま
す
が
、
常
に
渦
の
中
心
に
い

我
が
歌
は
　
空
高
く

輪
を
描
く
　
晴
れ
の
日
よ

雷
鳴
轟
く
中
始
ま
っ
た
入
学
式
。

も
う
三
年
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
と
出
会
っ
て
か
ら

の
日
々
を
歌
で
振
り
返
り
ま
す
。

何
度
で
も
繰
り
返
す

こ
の
今
は
一
度
だ
け

あ
ど
け
な
さ
を
残
し
つ
つ
、
先

輩
に
負
け
じ
と
、
部
活
や
勉
強

に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
た
一

年
生
。
宿
泊
学
習
の
横
岳
登
山

で
逞
し
く
な
り
ま
し
た
。
中
堅

学
年
と
し
て
、
附
属
中
を
牽
引

す
る
べ
く
、
颯
爽
と
し
た
姿
で

駆
け
抜
け
た
二
年
生
。
修
学
旅

行
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

明
日
に
な
れ
ば
そ
の
手
離
し
て

僕
ら
は
　
歩
い
て
ゆ
く

「
拝
啓　

十
五
の
君
た
ち
へ
」

三
年
学
年
主
任　

佐
伯　

暁
仁

将来会社を支
える人になり
たい

　林　佑馬

薗

外国で医者に
なりたいと思
っています

砂川　太朗

「
渦
の
中
心
に
な
れ
」
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の
日
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を
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で
振
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返
り
ま
す
。

何
度
で
も
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返
す

あ
ど
け
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を
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つ
、
先
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に
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じ
と
、
部
活
や
勉
強

に
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命
に
取
り
組
ん
で
き
た
一

年
生
。
宿
泊
学
習
の
横
岳
登
山

で
逞
し
く
な
り
ま
し
た
。
中
堅

学
年
と
し
て
、
附
属
中
を
牽
引

す
る
べ
く
、
颯
爽
と
し
た
姿
で

駆
け
抜
け
た
二
年
生
。
修
学
旅

行
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

明
日
に
な
れ
ば
そ
の
手
離
し
て

希望に向かって希望に向かって

そ
し
て
、
三
年
生
と
な
り
ま
し

た
。
運
動
会
で
の
応
援
、
文
化

祭
で
の
合
唱
…
一
つ
一
つ
の
行

事
で
、
後
輩
た
ち
に
附
中
ら
し

さ
を
、
凜
と
し
た
姿
で
伝
え
る

様
子
に
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

一
方
で
、
卒
業
を
前
に
し
て
、

進
路
に
つ
い
て
迷
い
、
苦
悩
す

る
姿
も
知
っ
て
い
ま
す
。

人
生
の
全
て
に
意
味
が
あ
る

附
属
中
で
の
三
年
間
は
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
に
お
い
て
、
き
っ

と
大
き
な
糧
と
な
る
は
ず
で
す
。

だ
か
ら
、
自
分
を
信
じ
て
、
歩

み
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
卒
業
の
日
が
近
付
い

て
き
ま
し
た
。
最
後
に
…

笑
顔
を
見
せ
て

今
を
生
き
て
い
こ
う

る
な
ら
、
人
と
し
て
の
価
値
は

不
変
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
方

や
同
級
生
、
先
輩
後
輩
と
協
力

し
て
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

を
、
附
中
で
学
ん
だ
皆
さ
ん
で

す
。
一
歩
進
ん
で
、
積
極
的
に

自
分
か
ら
行
動
す
れ
ば
、
三
年

間
頑
張
っ
た
皆
さ
ん
な
ら
、
周

囲
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
く
れ

る
よ
う
な
「
渦
の
中
心
」
に
き

っ
と
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ど

ん
な
分
野
で
あ
っ
て
も
ど
ん
な

時
代
に
あ
っ
て
も
必
要
と
さ
れ

る
価
値
あ
る
人
に
な
れ
ま
す
。

渦
の
中
心
と
な
り
、
皆
さ
ん
の

未
来
だ
け
で
な
く
、
西
郷
南
洲

翁
の
よ
う
な
日
本
の
未
来
を
導

く
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。



色んな人とか
かわりをもてる
国際的な仕事

大岩　千明

貧しい国の子
どもたちを助
けたい

江幡　真希

相手を思いや
る心理士にな
りたい

宇都　美葵

子どもを幸せ
にできる小児
科医

井上　心幸

自分のできる
ことを見つけ
る

池田　紗希

何か夢中にな
ることを見つ
ける

赤崎　陽菜

患者さんを笑
顔にできる医
者

愛甲　美羽

常にお客様の
心に応えられ
る客室乗務員

中竹　夏鈴

自分の特技を
生かせる仕事
に就く

永井友莉奈

子どもとかか
わる仕事に就
く

鶴田　悠甫

気遣いのでき
る笑顔がたえ
ない人

川畑　瑛愛

小さな子ども
の医療に携わ
りたい！

甲斐　香音

困っている人
の力になれる
弁護士

大吉　優希

相手の真意を
理解して話せ
る公務員

大村　穂佳

自分だけでな
く，人に尽くせ
る大人

又木寿美香

皆に信頼され
皆のために働
く国税専門官

堀下　桃歌

いろんな人を
笑顔にできる
仕事

中原　響

相手の心を理
解できるカウ
ンセラー

和田　采子

日本の古き良
き暮らしを守
る仕事

山切　菜緒

医者と患者を
繋げる薬剤師

宮路　海里

誰かを幸せに
できる人にな
りたい

吉屋　聡眞

安全に飛行機
を飛ばす航空
管制官

横山　雄太

周りの人を笑
顔にできるよ
うな人

山口　亜門

海外でも有名
な美容師

三腰　悠太

安定した生活
と幸せな人生
を送る

舩間佑太郎

みんなの役に
立つような人

藤﨑　晃汰

生徒をしっか
りと導くこと
ができる教師

竹ノ内亮太

外国と日本の
架け橋になる

土　慶乃介

患者さんの笑
顔をつくる医
者

中園健太郎

最先端の研究
も行う外科医

西牟田将介

患者の心にい
つも寄り添え
る医師

濱砂　廉

みんなから信
頼され頼りに
なる精神科医

日笠山祐希

ドイツのプロ
ハンドチーム
のドクター

東　聖太

自分の大切な
ものを大切に
できる人

木之下凜音

世界の人を幸
せにする心あ
る人になる

貴島　千遥

人生の楽しさ
を教える教師
になりたい

梶原　則香

人の心に残り
笑顔になれるメ
ディアスタッフ

沖田　奈々

周囲に幸せを
届ける臨床心
理士！

岡本　遥花

人と動物を癒
し，笑顔あふ
れる飼育員

岩切　紗来

人と助け合い，
新しい世界を
創る人

飯田　素子

まわりの人たち
を和ませ勇気づ
けられる人

日渡　美和

何事も冷静に
判断できる国
税査察官

中川絢美子

子どもの気持
ちに寄り添え
る美人女教師

帖佐　果歩

みんなの健康
を守る歯科医
になりたい

谷口　楓

周りを明るく
笑顔にする医
師

竹山　瑠莉

動物と人を笑
顔にする獣医

白坂　由衣

周囲を笑顔に
できるような
人になりたい

桑代　明果

自分の得意な
ことを生かし
た職業人

右田　優

社会に貢献す
るプログラマ
ーになりたい

丸岡　風花

皆に優しく笑
顔にすること
のできる医者

福元　菜月

みんなの役に
立ち，笑顔に
できる人

渡辺　璃莉

困っている人
を救える存在
になりたい

横山優貴子

人を笑顔にで
きる人になり
たい

三原　怜華

自分を律し，
挑戦する人で
いたい

渡邊　俊介

誰からも信頼
される思いや
りのある人

渡邊　奎太

自分の人生を
精一杯楽しむ
人

笠　春輝

誰かの助けに
なれる人にな
りたい

吉永　康詩

自分の意志を
伝えられる人
になりたい

吉　江竜成

芯をもち，意
志を貫く研究
者

山元　理功

人の役に立つ
ことができる
人になりたい

塚田　悠介

音楽がもつ魅
力を教えられ
る音楽の先生

寺園　悠希

人一倍の努力
をして自分に
強くありたい

永田　眞央

みんなから信
頼される医者
になりたい

林　和茂

仕事を効率よ
く正確にやっ
ていく社会人

日髙　遥仁

周りの人を笑
顔にさせられ
る人になる

前迫　勇利

みんなを笑顔
にできる人に
なりたい

山口　瑞樹
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失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
す
る
気
持

ち
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
に
小
さ
な

一
歩
で
も
前
に
進
ん
で
い
け
る
は

ず
で
す
。
苦
し
い
と
き
こ
そ
笑
顔

で
、
前
を
向
い
て
シ
ャ
ト
ル
を
追

い
続
け
て
く
だ
さ
い
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

前
部
長
　
右
田
　
優

　
走
る
こ
と
を
楽
し
め
て
い
ま
す

か
。
伸
び
悩
む
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
自
分
を
信
じ
て
努
力
し

続
け
、
陸
上
を
愛
し
、
陸
上
に
愛

さ
れ
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

陸
上
競
技
部

前
部
長
　
谷
口
　
楓

剣
道
部前

部
長
　
宮
路
　
海
里

　
試
合
や
練
習
を
す
る
に
は
人
の

支
え
が
必
要
で
す
。
そ
の
人
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の

練
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
応

援
し
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
上
村
　
祥
馬

　
み
ん
な
の
強
み
は
、
作
品
へ
の

拘
り
や
持
ち
味
を
そ
れ
ぞ
れ
が
も

て
て
い
る
と
こ
ろ
。
そ
れ
を
部
活

動
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、

ど
れ
だ
け
発
揮
で
き
る
の
か
。
挑

戦
し
続
け
ま
し
ょ
う
。

美
術
部前

部
長
　
清
水
乃
里
樺

　
最
後
は
堂
々
と
し
て
、
頼
も
し

く
思
い
ま
す
。「
球
数
を
増
や
す
」

附
中
テ
ニ
ス
部
は
こ
れ
に
限
り
ま

す
。
そ
し
て
僕
等
三
年
を
超
え
て

く
だ
さ
い
。
念
願
の
県
総
体
出
場

へ
、
頑
張
れ
。

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

前
部
長
　
山
本
　
有
晟

　
毎
日
の
部
活
動
は
充
実
し
て
い

ま
す
か
？
練
習
は
試
合
の
姿
に
表

れ
ま
す
。
二
十
人
の
仲
間
、
日
々

の
積
み
重
ね
を
大
切
に
、
自
分
た

ち
の
試
合
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ

い
。
応
援
し
て
い
ま
す
！

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

前
部
長
　
井
上
　
心
幸

　
深
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
中
で
こ

そ
、
最
高
の
プ
レ
ー
が
発
揮
で
き

る
も
の
で
す
。
信
じ
合
え
る
仲
間

た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
、
自
分
た
ち

の
練
習
を
、
プ
レ
ー
を
、
心
か
ら

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

硬
式
テ
ニ
ス
同
好
会

前
部
長
　
尾
辻
　
航
輝

　
時
間
は
本
当
に
早
く
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
。
一
日
一
日
を
全
力

で
、
後
悔
し
な
い
よ
う
に
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
心
か
ら
水
泳
を
楽
し

ん
で
！
応
援
し
て
い
ま
す
。

水
泳
同
好
会

前
部
長
　
木
之
下
ひ
よ
り

　
コ
ー
ト
の
中
と
外
は
間
違
い
な

く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
支
え
て

く
れ
る
す
べ
て
に
心
か
ら
感
謝
し

て
、
最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
し
、

華
や
か
で
厳
か
な
み
ん
な
で
い
て

く
だ
さ
い
。

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
宮
田
　
幸
奈

　
こ
れ
か
ら
色
々
な
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
最
後
に
、
嬉
し
涙

を
流
せ
る
よ
う
、
日
々
の
練
習
に

励
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
積
み
重

ね
が
自
分
の
自
信
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ガ
ン
バ
レ
！

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
園
中
　
智
貴

　「
一
心
」
附
中
女
バ
レ
は
最
高

の
チ
ー
ム
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
き
つ
い
と
き

こ
そ
ニ
コ
ニ
コ
ス
マ
イ
ル
で
！
応

援
し
て
い
ま
す
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

前
部
長
　
福
元
　
菜
月

　
自
分
に
何
か
自
信
の
も
て
る
こ

と
を
一
つ
見
出
す
こ
と
は
大
切
で

す
。
全
て
に
自
信
を
も
つ
こ
と
は

無
理
で
す
が
、
ど
ん
な
と
き
も
自

分
だ
け
の
武
器
を
も
て
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
！

卓
球
部

前
部
長
　
湯
田
　
諒
彦

　
ま
ず
は
保
護
者
や
周
り
の
方
々

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
ず
、
最
高
の
プ
レ
ー

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

軟
式
野
球
部

前
部
長
　
谷
山
　
祥
太

　
部
活
動
を
楽
し
め
て
い
ま
す

か
？
部
活
動
を
で
き
る
時
間
は
少

な
い
で
す
。
一
瞬
一
瞬
を
全
力
で

そ
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
頑
張
り
が
、
自
分
の
自

信
に
な
り
ま
す
。

吹
奏
楽
部

前
部
長
　
貴
島
　
千
遥

　
今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。

勝
利
の
女
神
は
、
全
員
で
戦
う

チ
ー
ム
に
味
方
し
て
く
れ
ま
す
。

仲
間
や
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
ず
っ

と
応
援
し
て
い
ま
す
！

サ
ッ
カ
ー
部

前
部
長
　
𠮷
本
　
俊
祐

　
た
く
さ
ん
の
方
々
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
、
常
に
前
進
し
続
け
る
部

活
で
い
て
く
だ
さ
い
。
部
員
仲
良

く
、
全
国
大
会
出
場
に
向
か
っ
て

頑
張
れ
！
応
援
し
て
い
ま
す
。

合
唱
部前

部
長
　
野
間
口
梨
央

　
観
客
を
笑
わ
せ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
自
分
た
ち
も
笑
顔
で
楽
し

ま
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
観
客
に
た
く
さ
ん
の
「
幸
せ
」

を
届
け
て
く
だ
さ
い
。

演
劇
部

前
部
長
　
鶴
屋
　
心
美

先
生
の
中
学
時
代
！

人
生
の
財
は
友
な
り

一
年
三
・
四
組
副
担

西
山
　
泰
佑

　
生
ま
れ
育
っ
た
高
知
県
を
離

れ
、
鹿
児
島
市
で
の
生
活
が
始

ま
っ
た
の
が
小
学
校
の
高
学
年

に
な
る
頃
で
し
た
。
高
知
に
い

る
時
に
百
名
ほ
ど
の
学
校
で
井

の
中
の
蛙
だ
っ
た
私
は
千
人
を

超
え
る
大
規
模
校
へ
転
入
し
、

勉
強
で
も
、
運
動
で
も
た
く
さ

ん
の
挫
折
を
し
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
は
、
友
達
と
競
い

合
う
よ
う
に
早
起
き
を
し
て
朝

練
に
行
っ
た
り
、
日
が
暮
れ
る

ま
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た

り
、
大
好
き
な
野
球
に
没
頭
し

ま
し
た
。
た
ま
の
休
み
は
、
近

く
を
流
れ
る
永
田
川
の
上
流

で
、
誰
が
一
番
大
き
な
魚
を
釣

る
の
か
競
っ
た
も
の
で
す
。

　
中
学
時
代
、
野
球
で
も
勉
強

で
も
遊
び
で
も
、
私
の
周
り
に

よ
き
仲
間
、
よ
き
ラ
イ
バ
ル
が

い
て
く
れ
た
こ
と
が
人
生
の
財

産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
に
き
つ
く
て
も
、
決
し

て
自
分
か
ら
逃
げ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
自
分
と
闘
う
痛
み
が
、
い
つ

か
本
当
の
力
に
な
り
ま
す
。「
克

己
心
」
を
忘
れ
ず
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

一生懸命頑張ります！

附中魂！

つなげ！
附属のバトン

～先輩から後輩へ～～先輩から後輩へ～

つなげ！
附属のバトン

担任 土屋　雅宏先生

華やかに厳かに生きよ

3 年 4 組
何事もやり尽
くせる人にな
りたい

赤星　遥斗

謙虚な気持ち
を忘れず高み
を目指せる人

有村　航河

周りの人を笑
顔にする医者

石本　暉尭

人を支えられ
るような教師
になりたい

上村　祥馬

世界中の人を
感動させられ
るオペラ歌手

川内　悠

どんなケガで
も治せるスポ
ーツドクター

木原　楽都

みんなを幸せ
にする世界一
の獣医師

坂元　忠晃

3 年 5 組
何事にもチャ
レンジする！

井上　翔理

正確な情報を
見つけ出し知
らせる報道官

内木場　敬

困っている人
を助けられる
人

大久保ライオ

国際的な職場
で誰からでも
頼られる人

尾辻　航輝

やることすべ
てに努力でき
る人になる

川村　高瞳

自分と周囲の
人を幸せにで
きる仕事

佐々木栞太

人生を楽しん
で生きる

白井虹太朗

努力に勝る天才無し
副担任 濵田　有美先生

担任 追立　直也先生

どうせやるなら全力で 常に「創造的」であれ
副担任 日高　晋吾先生



附属中ＰＴＡ…７ 附属中ＰＴＡ…６

　鹿児島県総合教育センターにて開催され，生活部から4名参加してきました。
児童生徒の生活指導上の課題を把握し，その対策についての研究協議を通して，
今後の生活指導の実践に役立てるために開かれています。講演会のほか，他校に
よる研究発表や協議が行われました。  講　演

「困った人」は「困っている人」

　心の安定した人を育てるために必要なことは，自己肯定感・
自尊感情を育てること，そしてコミュニケーション能力・対人関
係能力・トラブル対処能力を身に付けることです。コミュニケー
ションとは，互いのズレを確認し，折り合い点を見つける作業
です。また心の安定には多様な価値観，色々な生き方の人に出
会うことも大切。「学び」は「真似び」。挫折や失敗は避けて通
れない。それは大きく育つチャンスです。
　子どもの心が育つためには，大人の心が安定していることが
大事。親も教師も一人の人間，自分自身を大事にできて初めて，
余裕をもって子どもや生徒に接することができるのです。

  研究発表
① 児童生徒の豊かな人間的成長を図り，思いやりの心や規範
意識を高めるため，どのような取組をすればよいか。

　遅刻・欠席を減らすための取組，「そろえる」指導に関する
取組，あいさつをしっかりできる子どもの育成を掲げ，PTAと連
携を図り活動してきた成果の発表がありました。高校では，マナー

アップ運動で，「他者を気遣う」こと。それを高めることで「思
いやりの心」「社会性」を育むことを目的とした取組の成果が
発表されました。

② いじめ，暴力行為等の問題行動や不登校，またインターネッ
トや情報端末機などの課題に対応するため，どのような取組
をすればよいか。

　不登校生徒へのよりよい支援のあり方として，スクールカウン
セラー等の方々の協力を得て，学校内全体で支援体制の充実
を図り，家庭との連携を取って問題解決にあたっている成果が
発表されました。

鹿児島県生活指導研究協議会研究大会
H29.11.7㈫

川添　まり子  先生
㈶日本ペップトーク普及協会　認定講師
㈶日本コアコンディショニング協会　マスタートレーナーA級講師
㈶日本ビジョンクリエーション協会　心理セラピスト

教育講演会　H29.10.27㈮
「やる気を引き出す言葉かけ
　　　～ペップトークを活用して～」

生活部生活部

研修部研修部

  体験することが大切である
● 心と体は一体である　「体を感じる＝体験する」ことが大切
● 姿勢を正す　「胸を開くと心が開く」
● 試行錯誤(探求心) → 成功体験 → 意欲 → 創造性

  やる気のメカニズムは，「～したい」という欲求
　「やる気」モチベーション　→　「目標」達成・ゴール
● 達成目標　　～をやってみたい,　～になりたい
● 行動目標　　～までに,　～をやれるようになる

  行動目標の達成　→　自信　→　やる気　
　心に響く励ましの言葉かけを“活用” 
　　　動機 → 行動 → 結果 → 目標
　「大丈夫。あなたならできるよ」「やれたね」
　できたことを認め，できなかった辛さを認める　
● 認めること（承認）が大切  ＝　「自己肯定感」を高める
● 自分との約束を守る　　  ＝　自分への信頼「自信」となる
自分でやりたいと思ったことをやり通す→達成感がやる気へ
つながる

  子どもたちは行動を選択できる
　感情や気持ちに共感してくれる人がいることが ,安心・安全となっ
て新たな行動を選択することができる
● 小さな成功を体験し続けることが　自分を信じる「自信」となる
● 集団で成功を体験することが　大きな「自信と信頼」になる

　子どもたちの夢を実現するために,ペップトークを学びました。
講演が終わる頃には,私たち(保護者)が前向きになれた大変素
晴らしい講演会となりました。

セミナー参加者の声
● 言葉の力の重みを改めて強く感じた講演でした。
子どもに対する接し方を今日から少しずつでも変えてみようと
思います。

● 初めてペップトークという言葉を知りました。今回学んだこと
を生かしてドリームサポーターになりたいです。

参加者235名

できる♪ できる♪ 必ずできる♪ ⇨ なりたい自分になれるできる♪ できる♪ 必ずできる♪ ⇨ なりたい自分になれる
「言葉はイメージする!」～言葉の力は無限大～【3・3・7拍子のリズム】

「ペップトーク」とは「ペップトーク」とは

研究大会に参加して
インターネットやスマートフォン等の普及により，子ど

もたちの関係が複雑化してきた昨今，コミュニケーショ
ンを端末を通して行うことで誤解が生まれ，トラブルが
発生し，様々な問題にもつながってきています。今後，益々
このような問題に目を向け，尚いっそうの取組が必要

だと感じました。

ドリームサポーター
大切な人の夢の実現や
目標の達成を心から応
援する人

一年間のPTA活動を振り返っていただきました。一年間のPTA活動を振り返っていただきました。PTA活動この一年PTA活動この一年PTA
NEWS
PTA
NEWS

  

学

年

部

  

学

年

部

  

総

務

部

  

総

務

部

活
動
を
終
え
て

学年目標
　中学生としての基本的な生活習慣・学習
習慣を身に付け，他を思いやり，はつらつ
とした姿で，自らのよさを発揮する生徒を
育成する。

学年目標
　中堅学年として，自他の伸長と集団の向
上を願い，身に付けた生活・学習習慣を生
かし，颯爽とした姿で，自分のよさを発揮
する生徒を育成する。

学年目標
　最高学年として，凜とした姿を追い求め，
自他を信じ，尊重し合いながら，自らの未来
を切り拓く知力・気力・体力を身に付け，自
分のよさを進んで発揮する生徒を育成する。

二
学
年
委
員
長　

仲
野　

博
子

　
昨
年
度
に
続
い
て
今
年
度
も

学
年
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
力
不
足
を
感

じ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、

役
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
ま

た
、
P
T
A
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の

皆
様
の
お
蔭
で
何
と
か
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
い
っ
だ
ま
し
い
」
の
入
っ
た

先
生
方
の
熱
い
御
指
導
と
、
そ

れ
に
応
え
て
素
晴
ら
し
い
成
長

ぶ
り
を
見
せ
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
。
そ
こ
に
は
保
護
者
の
理

解
と
見
守
り
が
必
要
で
あ
る

と
、
様
々
な
P
T
A
活
動
を
通

し
て
再
認
識
し
た
一
年
で
し
た
。

三
学
年
委
員
長　

岩
重
千
佳
子

　
下
級
生
の
手
本
と
な
る
べ
き

最
高
学
年
と
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
。
運
動
会
や
文
化
祭
な
ど
附

中
生
と
し
て
最
後
と
な
る
す
べ

て
の
行
事
や
日
々
の
活
動
に
全

力
で
取
り
組
む
そ
の
姿
に
大
き

な
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。
三

年
間
で
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る

ば
か
り
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

附
中
で
学
び
、
身
に
付
け
た
こ

と
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
助
け

と
な
る
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

　
熱
心
に
御
指
導
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、
御
協
力
く
だ
さ
っ
た

保
護
者
の
皆
様
、
三
年
間
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
学
年
委
員
長　

小
川　

和
美

　
先
輩
方
の
素
晴
ら
し
い
歌
声

に
迎
え
ら
れ
、
附
属
中
の
一
員

と
し
て
様
々
な
行
事
な
ど
に「
は

つ
ら
つ
」
と
取
り
組
ん
だ
子
ど

も
た
ち
。
入
学
当
初
は
、
ま
だ

幼
さ
の
残
る
子
ど
も
た
ち
で
し

た
が
、
心
身
と
も
に
成
長
す
る

姿
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
一
年
で
し
た
。

　
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
と
真
剣

に
向
き
合
い
、
導
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
先
生
方
と
「
チ
ー
ム

附
中
」
と
し
て
P
T
A
活
動
に

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
保
護
者
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

宮
内　

尚
起

　

昨
年
の
監
事
に
続
い
て
の
役

員
と
な
り
ま
し
た
が
、
よ
り
学

び
の
多
い
機
会
を
い
た
だ
い
た
、

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
常
に
生

徒
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
先
生
方
、
御
自
身
の
お

子
様
の
み
な
ら
ず
附
中
に
対
し

て
献
身
的
に
活
動
さ
れ
る
保
護

者
の
皆
様
。
自
分
自
身
の
子
ど

も
と
附
中
へ
の
か
か
わ
り
方
に

対
し
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一

年
で
し
た
。
付
け
加
え
れ
ば
、

も
う
少
し
他
人
様
の
前
で
マ
シ

な
話
が
で
き
た
ら
な
、
と
。
そ

の
点
は
申
し
訳
な
く
思
う
次
第
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

井
上　

恒
治

　
本
年
度
も
会
員
の
皆
様
に
は

P
T
A
活
動
に
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
学
校
と
家
庭
の
緊

密
な
連
携
の
も
と
、
附
属
中
学

校
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
に

確
か
な
一
年
が
刻
ま
れ
た
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
春
、
親
子
で
卒
業
を
迎

え
ま
す
が
、
今
後
と
も
地
域
の

一
員
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

幸
せ
と
附
属
中
学
校
の
さ
ら
な

る
発
展
を
応
援
し
て
参
り
た
い

ひら

さっそう

　アメリカで監督やコーチが競技前に選手に向けて行った激励のメッセージ
　　　　 「短く」「わかりやすく」「肯定的な」「魂を揺さぶり」「やる気にさせる」言葉かけ

子どもの様子
を知ることが
でき，良かっ
たです。子どもたちの

成長を感じ，
充実した一年
でした。

知り合いも増
え，楽しく活
動できました。参加すること

で改めて知る
ことが多かっ
たです。

初めてでも楽
しくスムーズ
に活動できま
した。子どもと共に

成長できたこ
とを感謝して
います。

貴重な時間を
過ごすことが
でき感謝して
います。保護者同士の

交流もでき有
意義な1年で
した。

　
役
員
の
方
々
に
一
年
間

の
活
動
に
つ
い
て
感
想
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長　

甲
斐
美
保
子

　
今
年
度
、
P
T
A
を
「
パ
ッ

と
楽
し
く
集
ま
ろ
う
」
と
位
置

づ
け
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
さ

ら
に
身
近
な
も
の
と
な
る
よ
う

活
動
の
見
直
し
を
い
た
し
ま
し

た
。
特
に
役
員
活
動
に
お
き
ま

し
て
は
、
理
事
の
皆
様
や
先
生

方
に
御
助
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
の

P
T
A
活
動
が
、
よ
り
充
実
し

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
先
生

方
・
役
員
の
皆
様
の
御
理
解
と

御
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

パ

ッと
 楽しく 集まろう！

パ

ッと
 楽しく 集まろう！

平川　真理子  先生
メンタルケア鹿児島代表
日本心理学会認定心理士
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保健部保健部

鹿児島市PTA連合会保健体育部担当者研修会

西地区学校保健研究協議会
　平成29年11月30日㈭西地区学校保健研究協議会が鹿児島市立田上小学校で開催されました。「健康生活を送ろう！家族

みんなで元気アップ大作戦！」をテーマに研究発表と授業参観が行われました。

［授業参観］ジグソー法

鹿児島市学校保健フォーラム

鹿児島県健康教育研究大会

第2回学校保健委員会
　平成30年１月25日㈭第２回学校保健委員会が開催されました。今年度の活動報告や反省，次年度の取組について話し合い，

グループ討議では，生活習慣の見直しやアウトメディアについての活発な意見交換が行われました。また，学校医の先生方の講

話では，それぞれの専門的な視点から貴重なお話を拝聴することができました。

［グループ討議での意見交換］
　生活リズムチェックシートの結果を基に，今後の課題や問題点について意見交換を行いました。
●  部活や習い事で帰りが遅いため，睡眠時間の確保が難しいが，質の良い睡眠をとることで，疲れがとれるように努力したい。
●  情報端末機器は，学習の情報収集に使用するなど必要性を感じる。家庭内でのルールを決めて使用したい。
●  朝食に温かいスープ等を摂り，体を温め体内リズムを整えたり，乳酸菌飲料等を摂り，腸内細菌を整え免疫力を高めたりして，
インフルエンザ対策に努めたい。

［講話］

睡眠障害に対する対策
●  規則正しい生活リズムの習得（家族全
員で実行）

●  ゲーム・ネット・スマホは夜9時以降しない
●  昼間日光に当たり運動する
●  夜，出歩く習慣（食事，買い物，娯楽）
をつけない

●  メディアのない家族団らんの時間をつくる

子どもの睡眠障害の原因
●  夜型生活スタイルが定着
●  時間に追われた忙しい生活
●  ゲーム・ネット・スマホの
長時間使用による「夜更かし」

●  睡眠に関する家庭での「しつ
け不足」など

広
報
部
長
　
川
元
め
ぐ
み

　「
飛
翔
」
を
テ
ー
マ
に
、
キ

ラ
キ
ラ
輝
く
附
中
生
・
先
生

方
、
P
T
A
活
動
の
様
子
を

お
伝
え
し
た
い
と
い
う
広
報

部
員
の
思
い
の
も
と
、
楽
し

く
活
動
で
き
た
一
年
で
し
た
。

ま
た
、
活
動
を
進
め
て
い
く

中
で
、
P
T
A
新
聞
の
役
割

を
再
認
識
し
た
一
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

保
健
部
長
　
住
吉
　
洋
子

　
年
間
テ
ー
マ
「
睡
眠
と
健

康
〜
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
元

気
に
過
ご
そ
う
〜
」に
基
づ
き
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
子
ど

も
た
ち
の
心
と
体
を
健
や
か

に
育
て
る
た
め
の
保
健
活
動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
校
外
研
修
等
を
通
し
、

保
健
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
活
動
に
対
し
、

先
生
方
・
会
員
の
皆
様
の
御

理
解
・
御
協
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

研
修
部
長
　
古
川
あ
ゆ
み

　
年
間
を
通
し
て
、
思
春
期

の
中
学
生
と
の
か
か
わ
り
方

に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
本
年
度
の
活
動
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
御
家
庭
で
の
よ
り
よ

い
親
子
関
係
、
ま
た
、
大
切

な
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未

来
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

先
生
方
、
会
員
、
部
員
の
皆

様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

生
活
部
長
　
関
山
　
聡
美

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
と
安
全
を
願
い
、
安
全

を
願
い
一
年
間
活
動
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
登
下
校
の

際
の
マ
ナ
ー
向
上
や
安
全
対

策
に
つ
い
て
親
子
で
話
題
に

し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

先
生
方
、
会
員
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

睡眠の効能
●  体の疲れをとる
●  脳の疲れをとり，脳の
機能を回復させる

●  知識が整理され，
記憶される

●  成長する

（内科）東先生
　メディアは脳や目，人間形成にとっても使いす

ぎは良くない。アウトメディアを上手に使うこと

によって，年齢に応じた体験ができ，家族との

時間を持てるなど心の豊かさを育む時間として

の活用は必要である。

（内科）砂川先生
　情報端末機器は，購入前に家庭内で使用時間やルールを決

めることが大事である。購入後に親が時間制限をしても改善が

難しい。
　子どもが眠れないときは，友人関係や悩み等の原因があるか

もしれないので，親子のコミュニケーションをとれる環境づくり

が必要である。また，休日の過ごし方次第では生活リズムの質

を低下させ，体調不良をきたす。休日こそ規則正しい生活を送

る必要がある。

（耳鼻科）森山先生
　寝ている時間に脳は，神経回路を構築し機能

を成熟させて，神経伝達物質や情報の整理等を

するために働くそうです。睡眠不足状態は考える

力が低下するので，十分な休息が必要である。

（眼科）伊佐敷先生
　ＰＣ・教科書・ノートを見るときは30㎝以上

離し，1時間経過したら2～3分休み遠くを見

る。近くを見るときは眼鏡を使用しない方が

目が疲れにくい。ゲームやスマホも30㎝離

し，1時間で使用をやめるようにする。

（歯科医）牧角先生
　中学生から高校生にかけて，大人の顔へと成

長する大切な時期である。よく噛める食事（根菜

類・めざし等，30回程噛む食べ物）が骨格形

成にも良く，脳が活性化しやすくなる。頬杖は顎

に変異をきたすので良くない。

（薬剤師）中野先生
　冬場に流行するノロウィルスは，感染力が強く，

アルコール消毒ではなく，次亜塩素酸（ハイター）

での消毒が良い。潜伏期間は1～2日。嘔吐，下

痢の症状でワクチンがなく，対処療法がないので

手洗いが一番大切である。（手首，指の間等をしっ

かり洗うこと）

　平成30年1月31日㈬に第53回鹿児島市学校保健フォーラムが開催されました。鹿児島市立

向陽小学校の実践発表と講話がありました。

　向陽小学校は，平成28・29年度鹿児島市学校病予防研究協力校としての委託を受け，がんに関

する正しい知識を身に付け，自他の健康や命の大切さに対する理解を深める学習がなされました。

　講話「寄り添う食育　笑顔花咲く　食を次世代へ」Table of Smile代表 杉水流 直子氏より

　家族の作るシンプルな料理こそ，子どもたちに「家庭の味」として印象に残るのだそうです。食育は，

子どもに合わせて寄り添い・耳を傾け・伝え・ともに味わいを感じることが大切で，また，家族が楽し

そうに料理をしている姿を子どもに見せることも大切だとのことでした。食に関する感謝の言葉「いた

だきます・ごちそうさま」は日本独自の文化で，子どもたちに感謝の心を忘れずに育ってほしいと感じ

ました。

　平成30年2月9日㈮に第14回鹿児島県健康教育研究大会が「生涯にわたり健康に過ごすことのできる児童生徒等を育成

する健康教育の推進」をテーマに開催されました。

　鹿児島県歯科医師会学術委員会委員の瀬戸口尚志先生が「歯肉炎予防で生涯健康の達成を」と題して講話をされました。

歯周病は，世界で最も患者が多く，日本の中年以降の約80％の人がかかっている病気とのことです。また歯周病菌が毛細血管

内へ進入し，炎症物質として全身へ送られ，生活習慣病とされる動脈硬化・心臓病・糖尿病等の様々な病気を引き起こす原因

の一つとされ，予防には歯磨きが一番重要であり，そのためには幼児期からの歯磨き習慣が大切であるとのことでした。

食を感じる
ランキング
1位　視覚87%
2位　聴覚 7％
3位　触覚 3％
4位　臭覚 2％
5位　味覚 1％

　平成29年11月8日㈬に鹿児島市PTA連合会保健体育部担当者研修会が開催されました。増田クリニック院長増田彰則先

生が「子どもの健全な成長に親が気をつけること」～睡眠不足とネット・ゲーム・スマホ依存の予防～と題して講話をされました。

年間
テーマ

睡眠と健康睡眠と健康
　　　～生活

リズムを整え元気に過ごそう～
［研究発表］
　う歯の治療促進や予防を目的と

して「元気に過ごそうカード」に親

子で取り組み，学校と家庭が連携

し，低下していたう歯の治療率を上

げたとのことです。子どもたちの歯

の健康・安全に対する意識が親子

ともに更に高まったとのことでした。

　授業では，ジグソー法による学習過程で，生活習

慣病について学習しました。

　それぞれ個人で調べた内容を友達同士で意見交

換を行い，生活習慣病に対し，正しい理解と知識

を深めることによって，自らの生活を振り返り見直す

ことができました。その結果，より良い健康的な生

活を送る子どもたちが増えたとのことでした。

1.「テーマ」の
提示をする

4.質問の答えを
整理しまとめる

2.役割を分担し
課題を調べる

3.互いに自分の
意見を述べ合う

パッと楽しく集まるチーム専門部！
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活
動
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中
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を
再
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た
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年
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ま
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皆
様
に
心
よ
り
感
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申
し
上

げ
ま
す
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会
員
の
皆
様
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と
も
に
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も
た
ち
の
心
と
体
を
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や
か

に
育
て
る
た
め
の
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健
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動

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
校
外
研
修
等
を
通
し
、

パッと楽しく集まるチーム専門部！パッと楽しく集まるチーム専門部！パッと楽しく集まるチーム専門部！


